
日肢研第ϰϲ回研究大会開催 

教頭・副校長（全肢頭）も全国大会開催 

全肢頭会（会長 石川拓都立光

明学園副校長）は静岡県の皆様

の御尽力により、見やすく、参加

しやすいtĞďセミナーとなってい

ました。こちらでは、激務の傍ら

主体的に研鑽に励む皆様を激励

する趣旨で、次のような祝辞をお

送りしました。 

「第ϲϱ回全国特別支援学校肢体

不自由教育教頭研究協議会静

岡大会の開催を祝します。法で

定める校長が校務をつかさどり、

教頭・副校長が助けるという構造

は大変優れたもの。情報を整理

している教頭・副校長が、校長を

後押しし、思い留まらせるから。

教頭・副校長の存在が組織目標

達成の鍵を握る。自校の教育課

程の実施状況を評価し学びを実

現させていくことを期待。」 

全国特別支援学校肢体不自由教育校長会 
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（不定期発行） 

全肢長通信  

第４６回日本肢体不自由教育研

究大会（特定非営利活動法人日

本肢体不自由教育研究会主催）

が、８月５日、６日の両日にわた

り、東京都渋谷区にある国立オリ

ンピック記念青少年センターで開

催されました。当会は日本肢体

不自由児協会、日本障害者リハ

ビリテーション協会と共に共催団

体となっています。開催に当た

り、次のような趣旨の御挨拶を申

し上げてまいりました。 

「この研究大会が３年ぶりに開催

できたことは、西川公司理事長

先生の肢体不自由教育の発展

にかける固い信念と、支える役

員の皆様の真摯な思い、、全国

の会員の皆様のこの教育にかけ

る情熱のがそろってのことであ

り、誠に得難いこと。『肢体不自

由教育研究』の発行をはじめとす

る日肢研様の精力的な研究活動

に教員の研修活動も支えられて

いるものと深く感謝。 

コロナ禍でのデジタル活用にお

いては 肢体不自由教育の実践

の伝統や基盤が活用されてい

る、逆境を梃子にする姿勢は肢

体不自由教育にかかわる教職員

の誇るべき資質である。多くの方

に知っていただくことが、社会を

明るく、勇気をもたらすことにつな

がる。」 

８月２５日（木）、２６日

（金）は全肢Ｐ連の総

会・研究大会です。 

ご参加の校長先生方も

多いことと思います。保

護者の方々は精力的に

準備されています。各

校ＰＴＡへの御支援をよ

ろしくお願いします。 

会長 伴 光明 

（都立多摩桜の丘学園） 

旬の話題をお届けします！ 



【さくら短信】ϬϰϬϳϬϲ大波にならないことを 

 台風の動向も気になるところでしたが、昨日はコロナ対

応で先週末に引き続いての対応となり、ご苦労をおかけし

ました。感染には波がある、とこれまでの経験則で分かっ

ていることで、驚きはないのですが、全都的な傾向と学校

での発生状況の波は重なることをつくづく実感。 

 特別支援学校で学ぶ児童・生徒はリスクが高い子供も多

くいることを改めて認識するとともに、職員の皆さんには日

頃から自分が出勤できなくなったことも想定した進行管理

にお努めください。 

ケーションの発達を通信技術で社

会的に拡大していこう、していける

という流れです。 

 では、拡大する前のコミュニケー

ションはどのような発達の方向にあ

るのでしょうか。それはゼロからϭ

へ、ϭからϮへと進み、コミュニケー

ション対象の拡大と時間的、空間的

距離の拡大だ、と私は考えていま

す。その発達の凸凹、あるいは全

体像としての発達の未熟さが、自

立活動の指導内容になってくるの

だろうと。 

まあ、いろいろ考えるところは尽き

ないのですが、今朝はこれくらに

て。 

 一般的にもコミュニケーションの問

題はよく語られるところですが、特別

支援学校では自立活動の内容として

取り上げ、深め、考えていかなくては

なりません。そうして得られた思考か

ら、一般的な生活でも実践的試行に

トライして、自分自身のコミュニケー

ション力を高める姿勢を身に付ける

ことができれば、この仕事についた

甲斐があるというものです。 

 今や/�dという言葉はすっかり浸透

した感があります。これって情報（イ

ンフォメーション）と通信（コミュニ

ケーション）にかかわる技術、という

意味です。コミュニケーションの部分

が電気通信に特化され、コミュニ

【さくら短信】ϬϰϬϳϭϯコミュニケーション再考 

 御校のプールの使用状

況はいかがですか。コロ

ナ禍での使用見合わせに

より、機器の維持管理や

安全対策、教員の指導技

術の継承などの課題が生

じています。定期的な点

検と研修を重ねていくこと

が大切です。 

【会長のつぶやき】 
 朝、出勤した職員が業務開始の前、朝のウォーミングアップに読んでほしいことを、日々書きつらねています。職員朝会では学部ご

との当日の体制確認が重要だ、という意思表明でもあります。読む気が失せないように、適度に柔らかく買うよう意識していますが、こ

れがなかなか難しいです。 

 校長先生方はそれぞれ校長の意思を浸透させるための工夫をされていることと思います。何かの御参考になればと思い、少しずつ

ご紹介してまいります。 

発行：全国特別支援学校肢体不自由教育校長会 

事務局長：泉 愼一 （東京都立八王子東特別支援学校長） 

^ŚŝŶŝĐŚŝͺ/ǌƵŵŝΛŵĞŵďĞƌ͘ŵĞƚƌŽ͘ƚŽŬǇŽ͘ũƉ 

 

d�>͗ϬϰϮ-ϲϰϲ-ϴϭϮϬ &�y͗ϬϰϮ-ϲϰϮ-Ϯϭϵϳ 

〒ϭϵϮ-ϬϬϯϮ 東京都八王子市石川町ϯϮϰϲ-ϭ 

今号で紹介した関

係団体のページ 

「しぴれん」全国肢体不自由

特別支援学校Wd�連合会  

ŚƩƉƐ͗ͬͬǌƐƉŝ͘ũƉͬ 

日本肢体不自由教育研究会

ŚƩƉƐ͗ͬͬǁǁǁ͘ŶŽƌŵĂŶĞƚ͘ŶĞ͘ũƉͬ
ΕŶŝƐŚŝŬĞŶͬ 


